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香美町鳥獣被害防止計画
　　　　　　　　＜連絡先＞
　　　　　　　　　担当部署名　香美町　農林水産課
                  所在地　兵庫県美方郡香美町香住区香住870-1
　　　　　　　　　電話番号　(0796)36-0846
                  ＦＡＸ番号　(0796)36-3809
　　　　　　　　　メールアドレス　nourinsuisan@town.mikata-kami.lg.jp
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

	　対象鳥獣
	　ニホンザル（以下「サル」という）、イノシシ、シカ、カラス、カワウ、ツキノワグマ（以下「クマ」という）、アライグマ、ヌートリア、アナグマ、タヌキ、ハクビシン

	　計画期間
	  令和５年度～令和７年度

	　対象地域
	　香美町全域


（注）１　計画期間は、３年程度とする。

　　　２　対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村名を記入する。

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和３年度）

	鳥獣の種類


	被害の現状

	
	品　目
	被害数値

	サル
イノシシ
シカ
カラス

アナグマ

タヌキ
ハクビシン

カワウ

その他鳥獣
	野菜、果樹、水稲等
水稲、イモ類等
水稲、野菜等、造林木等
野菜、水稲等

顕著な被害は確認していないが、目撃情報や果樹、野菜等へ被害報告があり今後被害が拡大発生する可能性がある。

アユ、イワナ、ヤマメ
特にアユの捕食について、目撃情報や被害報告があり今後被害が拡大発生する可能性がある。

果樹、野菜、水稲等
	491千円
10,229千円
17,871千円
3,111千円
936千円
966千円
	0.54ha
5.93ha
6.35ha
0.64ha
0.17ha

0.39ha


（注）　主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、水産業に係る被害を除く。）等を記入する。

（２）被害の傾向

	　周囲を山林に囲まれ典型的な中山間地域であり、総面積369.08k㎡のうち森林面積が86%を占めている本町においては、従前から鳥獣による被害に悩まされてきたが、特に近年、被害が増加傾向にある。
1 「サル」
　町内で被害を及ぼしているサルは、１５頭前後の群れが主に小代区内全域及び村岡区上射添地区、谷入地区の山際を周回しながら木々の芽、集落内の農作物等を餌として生息している。また、農作物被害だけでなく、餌をとるため玄関から戸を開けて人家へ侵入する個体や家屋を破壊して侵入する個体、追払いに際し、老人、女性を確認し、威嚇行為を行うなど確実に危険と判断される個体も群れの中に増えつつあり、さまざまな生活被害も存在する。香住区については、住宅街にハナレザルが出没することが多くなっており、人身被害や生活被害に注意が必要である。
2 「イノシシ」
　町内全域に生息し、山際の水田等で多く被害が発生している。電気柵等の防除で一定の効果が見られ、被害面積、被害金額はピーク時より減少したが、最近は横ばいの傾向である。水稲被害が多く一度出没すると被害が甚大になることから、引続き対策を強化する必要がある。また、民家周辺の出没、道路や農地の法面の掘り返しなどの被害も多くなっており、人身事故等への不安もある。
③「シカ」
　平成16年までは、たまに鳴き声等を聞く程度で、農作物被害はほとんど発生していなかったが、本町の村岡区と隣接する市町からの分布域拡大により、個体数が爆発的に増加しており町内全域で被害額が増加している。また、農地以外にも、山中において、皮剥ぎ等の林業被害が発生しており、森林の公益的機能の低下や下層植生の衰退による生物多様性に低下が見られる状況である。
④「カラス」
　町内北部の香住区においては、梨園に100羽を超える群れが飛来しており、深刻な被害を与えている。被害地域の拡大は見られないが、地域・収穫期を熟知し、局地的に大きな被害が発生している。

⑤「カワウ」

　町内を流れる矢田川において、カワウの生息が確認されており初夏から晩秋にかけてアユなど魚類の被害が出ている。通年河川域で見かけており内水面漁業に影響が出始めている。
⑥「クマ」
　クマの出没、被害については、村岡区、小代区に集中しているが、近年は香住区においても出没情報が増加傾向にあり、梨園等の果樹に加え、集落内に出没することによる精神的被害も深刻である。また、夜間の外出の制限、子どもの登下校の安全対策など、生活被害も増加している。
⑦「アライグマ」
　平成18年頃から村岡区で目撃が確認され、その後、目撃区域が徐々に広がりつつある。現在のところ、農業被害はほとんど報告されていないが、国内では天敵がいない上に繁殖力が強く、雑食性で水生生物から樹上生物まで幅広い食性を有していることから、急激な生息頭数の増加や在来の生態系への被害も危惧される。
⑧「ヌートリア」
　平成19年頃から香住区で目撃や被害が報告され、近年では、村岡区においても目撃や被害が報告されている。水稲や野菜の農作物被害が報告されているが、地域は限定的であり被害件数も横ばいである。しかし、繁殖力が強く、水生植物を中心に雑食性で幅の広い食性を有していることから、生態系への影響も危惧されており、今後も注意が必要である。
　さらに、人をあまり怖がらず、河川、水路等に水際に多く出没しており、今後、生活被害も懸念される状況にある。

⑨「アナグマ」

以前から香住区・村岡区で目撃が確認され、その後、目撃区域が徐々に広がりつつある。現在のところ、果樹園や野菜畑で、被害が出ており、梨や桃、苺、西瓜、メロンなどで被害が顕著になってきた。小代区では、被害と捉えられていないが、柿などの取り残しなどに執着した個体が頻繁に目撃されており、町内全域で被害が増加傾向にある。また、雑食性であるため、ミミズなどを捕食し果樹園などで穴を掘るため果樹の根に被害が発生し果実の生育などにも影響を及ぼしている。

⑩「タヌキ」

香美町全域で生息確認しており、以前は里に出没する事は少なかったが、近年里に出てきて、道路、住宅地、農地で目撃されるようになりそれに伴い、被害も徐々に増加している。特に親子で目撃され、カボチャやトウモロコシなどの食害など農家への影響が出始めている。
⑪「ハクビシン」
　以前から香住区を中心に目撃が確認されている。主に果樹園で被害が出ており、梨や桃、柿などで被害が顕著になっている。また、住宅地付近での出没も多くなっており、住宅侵入による生活被害も発生している。


（注）１　近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、被害地域の増減傾向等）等について記入する。

　　　２　被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。

（３）被害の軽減目標

	指標
	現状値（令和３年度）
	目標値（令和７年度）

	サル
	0.54ha　    491千円
	0.37ha　  　343千円（30%減）

	イノシシ
	5.93ha　 10,229千円
	4.15ha　  7,160千円（30%減）

	シカ
	6.35ha 　17,871千円
	4.44ha   12,509千円（30%減）

	カラス
	0.64ha　  3,111千円
	0.44ha  　2,177千円（30%減）

	アナグマ
	―
	―

	タヌキ
	―
	―

	ハクビシン
	0.17ha    936千円
	0.11ha      655千円（30%減）

	カワウ
	―
	―

	その他鳥獣
	0.39ha　  966千円
	0.27ha　  　676千円（30%減）


（注）１　被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目標値を記入する。

　　　２　複数の指標を目標として設定することも可能。

（４）従来講じてきた被害防止対策

	
	従来講じてきた被害防止対策
	課題

	捕獲等に関する取組


	サルについては、猟友会有害鳥獣捕獲班により、箱罠、くくり罠により捕獲し、発信機を装着後、群れ及び頭数の管理、住民への位置情報の発信を実施。ハナレザルについても悪質な個体を中心に、箱罠、くくり罠により捕獲を実施し、年間１頭程度を捕獲している。
イノシシについては、農会・自治会への狩猟免許取得を推進した結果、囲い罠や箱罠を購入・設置する集落が増えており、有害鳥獣捕獲による捕獲数は年間500頭程度の捕獲となっている。
　シカについては、現在、爆発的に増加しており、最も対策が必要な獣種である。有害捕獲数は年々増加しており、捕獲数は3,000頭を超えている。捕獲方法はくくり罠が最も多く、有効な捕獲方法であるため、町単独で購入補助を行い、更なる捕獲頭数の増加を目指している。
　クマについては、ゾーニングにおける集落及び集落周辺地域のシカ、イノシシ用箱罠を活用し、民家周辺の出没にする悪質な個体の捕獲を強化する。また、集落に寄せ付けない対策として、執着物の防除や撤去、追払いを行い、再度、出没を繰り返す個体については、ドラム缶檻による捕獲を行っている。その結果、令和３年度においては、12頭の捕獲頭数となっている。
　タヌキ、アナグマ、ハクビシンについては、野菜や果樹の食害や家屋侵入が見られており、出没に応じて箱わなを設置し、捕獲を行っている。

　アライグマについては、回虫による人的被害、家屋の破壊などの生活被害の可能性が高く、緊急性を要することから、出没に応じて箱罠を設置し、捕獲を行っている。
　ヌートリアについては、近年出没及び被害は少なく、特定の地域で発生していることから、出没に応じて箱罠を設置し、捕獲を行っている。
カワウについては、香住区加鹿野にねぐらが確認されるなど、地域への定着がみられ、矢田川漁協によるテグスによる防除、また、捕獲が可能な地域については銃器により捕獲を行っている。
	狩猟免許の取得について、町単独の補助金制度を設け、農会・自治会からの狩猟免許（罠）の取得と猟友会の入会など、声かけを強化し捕獲員の確保に努めた結果増員傾向にあるが、捕獲後の止めさしへの嫌悪感や抵抗感により定着しない場合も見られる。
　鳥獣の捕獲については、猟友会有害鳥獣捕獲班の協力による捕獲を行い、着実に実績を上げているが、若年層の新規加入が少なく、特に銃猟に関する狩猟免許所持者の新たな後継者がほとんど育たず、高齢化している。そのため、山狩り等集団による一斉捕獲が難しい状況にある。また、ICT等を活用した新技術による捕獲について研究、実証を試みる必要があるが、機器に不慣れなため思うような成果が残せていない。
　


	防護柵の設置等に関する取組
	昭和50年代より、農作物被害防止のため、町単独事業でトタン柵、ネット柵の設置に対して補助金を交付しており、近年はメッシュ柵、電気柵等の幅広い防除柵について補助を実施している。
　イノシシ・シカへの防除対策として、平成元年ごろから、電気柵が普及しはじめ、高さ1m前後の電気柵を設置することで、イノシシの農地への侵入を防いできたが、近年、イノシシの慣れ、シカの生息頭数の増加に対応するため、電気柵は４段、メッシュ柵、金網柵については高さ２ｍを標準としたものが主流となっている。
　サルについては、平成21年度より、通電式ワイヤーメッシュ柵（サル用防除柵）を国庫事業及び町単独事業で実施しており、現在まで高い効果を継続している。
　集落柵の普及も推進しており、集落ぐるみの防除対策にあたり、国庫事業及び町単独事業で優先的に整備を実施している。
	農地への侵入防除柵は、さまざまなタイプの防除柵の設置が行われ、一定の成果をあげているが、中山間地域での零細な農業経営では農業者への負担が大きく、設置への補助金交付を行わなければ、防除柵が普及せず、さらなる被害の増加が懸念される。
　また、農家が防除柵の設置方法や使用方法を誤っているケースも見受けられるため、正しい設置方法や維持管理方法を啓発することが課題である。
　今後は、適正に防除柵を設置するだけでなく、防除柵により誘導した有害鳥獣を集落ぐるみで捕獲していく取り組みの普及啓発が必要である。

	その他

（環境整備）
	平成20年度より、鳥獣と人との棲み分けを行うため、また、サルの群れが安易に集落へ出没しないよう、バッファゾーンの整備を行っている。

　また、不要な柿、栗の木の伐採、墓へのお供え物の廃止、コンポスト放置の取りやめ、放置竹林等の伐採を行っている。小代区・村岡区の一部においては、年間を通じてサル監視員を配置して、サルの位置情報を行政無線、メール配信により知らせている。
	集落へクマを寄せつけない、遭遇しないための対策として、取り残しの柿等餌となる物を集落へ残さない、不要なもの等は処分する、コンポストの使用を控えるなど、住民への啓発を行っているが、一部の集落での実施に止まり、高齢者のみの家族、不在地主などにより徹底されていない。また、家の庭など民家周辺での出没が増えており、住民の恐怖感からの精神的被害が大きい。


（注）１　計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課題について記入する。

　　　２　「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の導入、捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。

　　　３　「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・管理、緩衝帯の設置、追上げ・追払い活動、放任果樹の除去等について記入する。

（５）今後の取組方針

	有害鳥獣対策については、科学的見解、地域の実情に基づき、農林業被害防止を推進するため、学識経験者、住民の意見等を参考としながら、生息状況、被害状況、防止対策の実情を的確に把握し、地域住民の安全・安心と鳥獣との棲み分け・共生・個体の維持を基本とし被害防止対策を講じることとする。
　鳥獣による農林業被害については、有資格者による銃器、檻などでの捕獲、電気柵等の防除柵による被害防除と防除技術の向上、住民、追払い隊、間伐、バッファゾーンの設置、耕作放棄の防止、不要な果樹の収穫などのよる集落内や森林の環境整備により総合的に被害防止対策を実施し、地域住民の理解と協力を得つつ、関係機関の連携により、地域の実情と鳥獣の動向に応じた柔軟な取組方針とする。
　サルの群れの威嚇行為や家屋への侵入、クマの繰り返される出没による生活被害、精神的被害については、現地における情報収集を綿密に行い、原因を究明し、それの原因となるものの排除や防除を行うことで被害の防止を図り、クマなどによる人身被害については、出没・動向情報により、情報の伝達・提供、注意喚起をするとともにパトロールや教育委員会等との連携により被害を未然に防止する。
　近年急激に発達しているICT等新技術を積極的に活用することにより、捕獲技術の向上及び情報収集を徹底し、効果的な防除対策の確立及び捕獲の効率化に努める。
　県が三木市吉川町で整備をすすめる「兵庫県立総合射撃場（仮称）」において、猟銃及びわな猟による捕獲従事者の育成確保や捕獲技術の向上を進める。
　県内の野生イノシシにおいて、豚熱感染が確認されていることから、感染拡大防止に向けて捕獲強化を進めるとともに捕獲従事者の靴底、車両等の消毒を実施するなど、防疫措置の徹底に取り組む。


（注）　被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標を達成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

	　①捕獲実施者
計画的で効率的な捕獲を実施するため、猟友会有害鳥獣捕獲班を中心に捕獲を行い、箱罠・くくり罠等により鳥獣の捕獲を実施。餌の有無の確認など鳥獣保護管理法下でない作業について、地域の合意と協力体制を確立し、捕獲従事者の負担を軽減させていく。
②捕獲体制
　町の地形が南北に長いため、地域の実情等を考慮し、2つの猟友会有害鳥獣捕獲班を編成する。
　香住区においては、猟友会有害鳥獣捕獲班で鳥獣の止めさしを行い、檻の設置については、班と農会の狩猟免許を有するもので行う。罠の使用に対する安全面の確保等のため、保険への加入、猟友会と罠の管理方法等を示した管理協定を締結する。農会が中心となり罠の設置を行うことで、鳥獣の出没状況、動向に則した鳥獣の捕獲を行う。
　村岡区・小代区においては、猟友会有害鳥獣捕獲班の人数が多いことから、班で罠の設置と止めさしを行い、農会等で餌の配給を行う。農会と猟友会との連携を密に行うことで、鳥獣の出没状況等に応じた捕獲を行う。

　また、捕獲圧の低い地域においては捕獲班の猟銃を有する者で銃猟（巻き狩り猟）を行う。
　猟友会員の増減や鳥獣の動向に応じて捕獲体制の見直しを行う。


（注）１　鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者団体への委託等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者のそれぞれの取組内容や役割について記入する。

　　　２　対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資料があれば添付する。

　　　３　捕獲等を推進する上で、鳥獣被害対策実施隊員にライフル銃を所持させる必要がある場合には、そのことについて記入する。

（２）その他捕獲に関する取組

	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和5年度
	サル
イノシシ・シカ
クマ
アライグマ・ヌートリア
	箱罠の導入（イノシシ・シカ１基、サル１基その他鳥獣は必要に応じて）
囲い罠の導入（１基）

ICT機材の導入

有害鳥獣対策協議会の開催
狩猟免許取得の推進
被害防止対策の研修会・講習会の参加、実施
鳥獣の特性周知、注意看板の設置
不要果樹の伐採

追払い活動
サルの群れの行動追跡調査

	令和6年度
	サル
イノシシ・シカ
クマ
アライグマ・ヌートリア
	箱罠の導入（イノシシ・シカ３基、その他鳥獣は必要に応じて）
囲い罠の導入（１基）

ICT機材の導入
有害鳥獣対策協議会の開催
狩猟免許取得の推進
被害防止対策の研修会・講習会の参加、実施
鳥獣の特性周知、注意看板の設置
不要果樹の伐採

追払い活動
サルの群れの行動追跡調査

	令和7年度
	サル
イノシシ・シカ
クマ
アライグマ・ヌートリア
	箱罠の導入（イノシシ・シカ５基、その他鳥獣は必要に応じて）
ICT機材の導入
有害鳥獣対策協議会の開催
狩猟免許取得の推進
被害防止対策の研修会・講習会の参加、実施
鳥獣の特性周知、注意看板の設置
不要果樹の伐採

追払い活動
サルの群れの行動追跡調査


（注）　捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入する。

（３）対象鳥獣の捕獲計画

	　捕獲計画数等の設定の考え方

	人と鳥獣との軋轢を軽減し、長期的・安定的な維持を図るためには、計画的な個体数管理が必要であり、適正な生息数の目標を設定し、その達成に向けた対策を講じることが必要である。
　適正な生息数の把握については、鳥獣の生息が広範囲で、移動や周回を繰り返すため、サンプル調査、モニタリング調査、被害調査、現地確認等では大きな誤差の生じる推測数となることから、農林業被害面積・金額の設定を行い、毎年行う被害調査での鳥獣の被害意識等と被害面積・金額、県の行う鳥獣の個体数管理を考慮し、森林動物研究センター等の学識経験者の見解をもとに必要に応じた個体数管理を行う。
　なお、捕獲・個体数管理を行う際は鳥獣保護管理法、香美町有害鳥獣捕獲実施要綱等関係法令等を遵守する。
　捕獲方法については、対象となる鳥獣の生活環境、捕獲事例、捕獲体制等を勘案し、主に箱罠、囲い罠・くくり罠により捕獲する。
また、クマについては、ゾーニングにおける集落及び集落周辺地域に設置されているシカ、イノシシ用箱罠を活用し、民家周辺の出没にする悪質な個体の捕獲を強化する。
○捕獲実施時期、捕獲檻設置予定場所
対象鳥獣
実施時期
予定場所
サルの群れ
通年
町内全域
サル
通年
町内全域
イノシシ
通年
町内全域
シカ
通年
町内全域
カラス
通年
町内全域
カワウ

通年

町内全域

クマ
通年
町内全域
アナグマ

通年

町内全域

タヌキ

通年

町内全域

ハクビシン

通年

町内全域

アライグマ
通年
町内全域
ヌートリア
通年
町内全域



（注）　近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設定の考え方について記入する。

	対象鳥獣


	捕獲計画数等

	
	令和５年度
	令和６年度
	令和７年度

	サル
	必要最小数
	必要最小数
	必要最小数

	イノシシ
	600頭
	630頭
	660頭

	シカ
	4,500頭
	4,700頭
	4,900頭

	カラス
	200羽
	200羽
	200羽

	カワウ
	10羽
	15羽
	20羽

	クマ
	20頭
	20頭
	20頭

	アナグマ
	必要最小数
	必要最小数
	必要最小数

	タヌキ
	必要最小数
	必要最小数
	必要最小数

	ハクビシン
	必要最小数
	必要最小数
	必要最小数

	アライグマ
	目撃後速やかに捕獲
	目撃後速やかに捕獲
	目撃後速やかに捕獲

	ヌートリア
	目撃後速やかに捕獲
	目撃後速やかに捕獲
	目撃後速やかに捕獲


（注）　対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。

	　捕獲等の取組内容

	捕獲方法は「鳥獣保護管理法」に基づく捕獲方法とし、捕獲場所は町内全域とする。
1 サルについては、箱罠等により捕獲を行い、発信機装着や問題のある個体捕獲を行い、個体数管理を行う。
②イノシシについては、原則狩猟期以外の期間において町内全域で取組を行い、銃器、箱罠等による個体数管理を行う。香住区の農会が管理する箱罠については、年間を通じて捕獲を実施する。
③シカについては、年間を通じて町内全域で取り組みを行い、銃器、箱罠等による個体数管理を行う。狩猟期については、兵庫県が実施する「狩猟期シカ捕獲拡大事業」も積極的かつ継続的に活用し捕獲強化を行う。
　但馬地域鳥獣被害対策協議会（シカ部会）へ参加し、他市町と連携した捕獲の取り組みを行う。

④カラスについては、年間を通じて被害の大きい地域を限定して取組みを行い、銃器、箱罠等による個体数管理を行う。
⑤カワウについては、年間を通じて矢田川沿線において取り組みを行い、銃器等による個体数管理を行う。
　但馬地域カワウ対策協議会へ参加し、他市町と連携した捕獲の取組みを行う。
⑥クマについては、ゾーニングにおける集落及び集落周辺地域に設置されたシカ、イノシシ用箱罠を活用し、民家周辺に出没する悪質な個体の捕獲を強化する。民家周辺での出没を繰り返し、適切な防御等を行っても被害がなくならない場合はドラム缶檻による捕獲を行い、捕殺することで個体数管理を行う。

また、人身被害が切迫している場合、人身事故をおこした個体の場合は速やかに捕殺する。
⑦アライグマ・ヌートリアについては、年間を通じて町内全域で取組みを行い、銃器、箱罠による個体数管理を行う。

⑧アナグマ・タヌキ・ハクビシンについては、年間を通じて町内全域で取り組みを行い箱罠による個体数管理を行う。


（注）１　わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。

　　　２　捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付する。

	ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	該当なし


（注）　鳥獣被害対策実施隊員にライフル銃を所持させて捕獲等を行う場合には、その必要性及び当該鳥獣被害対策実施隊員による捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。

（４）許可権限委譲事項

	対象地域
	対象鳥獣

	香美町一円
	アナグマ、タヌキ


（注）１　都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委譲を希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類を記入する（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律（平成19年法律第134号。以下「法」という。）第４条第３項）。

　　　２　対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する場合は、該当する全ての市町村名を記入する。

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

	対象鳥獣


	整備内容

	
	令和5年度
	令和6年度
	令和7年度

	イノシシ・シカ
その他鳥獣
	＜町単独事業＞
・電気柵8,800m
・ワイヤーメッシュ柵(H=1.0m)2,600m
・ワイヤーメッシュ柵(H=2.0m)5,400m

＜鳥獣被害防止総合対策事業＞
該当なし
	＜町単独事業＞
・電気柵8,800m
・ワイヤーメッシュ柵(H=1.0m)2,600m
・ワイヤーメッシュ柵(H=2.0m)5,400m

＜鳥獣被害防止総合対策事業＞
該当なし
	＜町単独事業＞
・電気柵8,800m
・ワイヤーメッシュ柵(H=1.0m)2,600m
・ワイヤーメッシュ柵(H=2.0m)5,400m

＜鳥獣被害防止総合対策事業＞
該当なし

	サル
	・通電式ワイヤーメッシュ柵3,800m

(H=1.7m)
	・通電式ワイヤーメッシュ柵3,800m

(H=1.7m)
	・通電式ワイヤーメッシュ柵3,800m

(H=1.7m)

	カラス
	・防除ネット
（果樹園等を対象に効率的に圃場を囲う）
	・防除ネット
（果樹園等を対象に効率的に圃場を囲う）
	・防除ネット
（果樹園等を対象に効率的に圃場を囲う）


（注）１　設置する柵の種類、設置規模等について記入する。

　　　２　侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添付する。

（２）その他被害防止に関する取組

	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和5年度
	全対象獣
サル
	被害防止対策知識の普及、啓発と誘引物の除去
緩衝帯の設置
追払い活動、追跡調査

	令和6年度
	全対象獣
サル
	被害防止対策知識の普及、啓発と誘引物の除去
緩衝帯の設置
追払い活動、追跡調査

	令和7年度
	全対象獣
サル
	被害防止対策知識の普及、啓発と誘引物の除去
緩衝帯の設置
追払い活動、追跡調査


（注）　侵入防止柵の管理、緩衝帯の設置、里地里山の整備、追上げ・追払い活動、放任果樹の除去等について記入する。

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

	関係機関等の名称
	役割

	兵庫県
	関係機関と協力し、住民の安全確保

	美方警察署
	関係機関と協力し、住民の安全確保

	香美町
	関係機関と協力し、住民の安全確保

	鳥獣被害対策実施隊
	関係機関と協力し、住民の安全確保

	兵庫県猟友会香住支部
	関係機関と協力し、住民の安全確保

	兵庫県猟友会村岡支部
	関係機関と協力し、住民の安全確保


（注）１　関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、猟友会等の名称を記入する。

　　　２　役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。

　　　３　対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合は添付する。
（２）緊急時の連絡体制

	住民からの第一報を香美町から美方警察署（美方警察署から香美町）

　及び兵庫県へ連絡をする。

　また、香美町より猟友会へ協力要請を依頼して現場対応を行う。












（注）　緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により記入する。

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

	捕獲した鳥獣は、できる限り苦痛を与えない適切な方法により殺処分する。方法としては、銃器、電気止めさし槍、槍により安楽死処分を行う。
　安楽死した個体は、感染症の危険性もあるため、山野に放置せず、原則として埋葬する。悪臭の発生や感染症など公衆衛生に配慮し、また、野生動物による掘返しのないよう注意して埋葬する。
　また、捕獲者の埋設労力を軽減しつつ、個体の有効活用を図るため、令和元年度に整備した「ストックポイント」で個体を一時冷凍保管し、加工処理施設で捕獲個体をペットフード等へ利用することにより、適正な処理を推進する。
　クマ及びサルについて、処分された個体は、生態調査、遺伝子調査等の学術研究の観点から、必要に応じて森林動物研究センターへ引き渡しを行う。


（注）　適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をした鳥獣の処理方法について記入する。

７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項

	町内で捕獲された鳥獣（イノシシ、シカ）は、多くは埋葬処理され、食肉としての消費は捕獲者のみにとどまっている。
ジビエの加工品（シカ肉ソーセージ、シカ肉燻製）として取り扱っているのは、燻製業1者のみで、製造・販売を行っている。
　鳥獣の個体処理について、民間事業者の協力を得ることにより、ジビエ料理としてのレシピの作成、６次産業化を推進し、学校給食への提供、道の駅や飲食店等での地産地消への食材提供に向けて「ひょうごニホンジカ推進ネットワーク」と協力し、衛生処理加工等加工技術の向上と他の地域との連携と情報交換を行い、消費拡大を進める検討を行う。
　また、食肉に向かない品質の肉を最大限ペットフード化するため、ストックポイントを有効活用し、周辺の小規模加工施設や中核処理施設と広域連携し、地域にあった個体利用を図る。


（注）１　食肉、ペットフード及び皮革としての利用、学術研究への利用等、捕獲等をした鳥獣の利用方法について記載する。

　　　２　処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品等としての安全性の確保に関する取組等についても記載する。

８．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

	協議会の名称
	香美町有害鳥獣対策協議会

	構成機関の名称
	役割

	香美町農林水産課
	事務局、総合調整、後継者育成

	香美町農業委員会
	農地に関する情報提供、助言、指導

	香美町区長・自治会長
	捕獲実施の住民への周知、被害報告

	香美町農会長
	被害情報の提供、対策の実施

	兵庫県猟友会香住支部
	有害鳥獣捕獲

	兵庫県猟友会村岡支部
	有害鳥獣捕獲

	美方警察署
	住民の安全確保

	兵庫県森林動物研究センター
	学識経験者

	兵庫県豊岡農林水産振興事務所（森林動物指導員）
	野生動物共生林整備等の森林整備指導、生息地管理手法の検討・支援

	新温泉農業改良普及センター
	学識経験者

	北但西部森林組合
	山林に関する情報提供、助言、指導

	たじま農業協同組合
	農地等に関する情報提供、助言、指導


（注）１　関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記入するとともに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等の名称を記入する。

　　　２　役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。

（２）関係機関に関する事項

	関係機関の名称
	役割

	㈱野生動物保護管理事務所
	学識経験者

	豊岡土地改良センター
	学識経験者

	香美町教育委員会
	学校関係への情報提供


（注）１　関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入する。

　　　２　役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。

　　　３　協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等があれば添付する。

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

	緊急時の対応を行うため、本庁、各地域局の町職員において、最低1名狩猟免許（罠）を取得し、捕獲活動の補助をおこなえるよう体制を整えることとする。


（注）１　被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認める場合は、その設置に関して設置に向けた基本的な方針や検討の状況、設置予定時期等について記入する。

　　　２　鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、その規模、構成等を記入するとともに、実施体制がわかる体制図等があれば添付する。

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

	・専門知識を有する職員を「鳥獣害対策員」として育成し、猟友会捕獲班員と協力して捕獲体勢の強化に努める。
・近隣市町との広域捕獲実施に向けて体制を構築することにより、捕獲頭数の増加を目指す。
・ＩＣＴ等新技術の導入により、捕獲労力を軽減するしくみづくりを実践する。


（注）　その他被害防止施策の実施体制に関する事項について記載する。

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

	・農業者だけでなく集落ぐるみの被害防除対策を推進するため、集落の皆さんが野生鳥獣の生態や習性を学習し、地域の餌場としての魅力を下げるための研修会を実施し、捕獲者の労力軽減を図る。
・香美町森林整備計画において、シカを対象鳥獣とした鳥獣害防止森林区域を設定している。被害防止の方法を定め、広域的かつ効果的な森林被害対策を行う。


（注）　その他被害防止施策の実施に関し必要な事項について記入する。
地域住民





美方警察署





香美町





猟友会各支部





兵庫県





鳥獣被害対策実施隊
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